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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、Alternaria alternata の植物寄生性を異にする病原性系統のうち、イチゴ黒斑病菌、リン

ゴ斑点落葉病菌、トマトアルターナリア茎枯病菌の３系統について、それらの病原性を決定している宿

主特異的毒素遺伝子クラスター（TOX）が座乗している CD 染色体の構造を比較解析することによって、

病原菌の寄生性進化のゲノムダイナミクスを実証しようとする研究である。既に、これまで各 CD 染色体

のほぼ全長の塩基配列情報が得られ、各 CD 染色体の TOX 以外の領域は互いに類似していること、各 TOX

は複数コピー重複して存在していることが明らかにされるなど幾つかの重要な進展があり、研究は概ね

順調で期待どおりの成果が見込まれる。 
 


